
Ｃ－１ 指導案 

水 産 科 学 習 指 導 案 

 

石川県立能都北辰高等学校・教諭  

 

指導日時・教室  平成 １７ 年 １１ 月 １７ 日（木） ５ 限目 教室名 食品検査室  

 対 象 生 徒  海 洋 科 ３ 年生 ４ 人（内訳 ３３Ｈ環境コース１０人） 

 科  目  名  水産食品製造 （単位数  ３   ） 

 使 用 教 科 書  水産食品製造１（出版社名 実教出版） 

 

１ 単 元 名   くん製品 

 

２ 単元の目標 

・くん製品の製造方法に関心を持ち、意欲的にその意義や役割を考えようとしている。また、くん製

品製造実習に意欲的に取組み、実践的な態度を身に付けている。      【関心・意欲・態度】 

・くん製品の製造方法について考え、自らの疑問や与えられた課題を適切に判断する。 

【思考・判断】 

・べにざけのくん製品の製造実習を通して、くん製品の製造方法を学び、製造技術を習得する。また、

それらの課題を的確にまとめ、発表する。                   【技能・表現】 

・くん製品の製造方法やくん煙成分の効果に関する知識を身に付け、くん製品の意義を理解する。 

【知識・理解】 

３ 指導に当たって 

（１）生徒の状況 

少人数の集団でまじめに学習に取り組んでいるが、逆に少人数ゆえに緊張感に欠けることもあるた

め、集中力を高めるために個々の能力や興味関心に対応した授業を行なっている。いずれの生徒も、食

品製造に興味関心が高く、座学・実習共に意欲的である。 

（２）指導方針・方法 

水産物は鮮度低下が速く、高度な加工技術を必要とする。「くん製品」について学ぶことで、食品

全般の高度な知識や食品衛生の概念、加工技術を身に付けさせる。また「スモークジェネレータ」を使

った実習と連携して興味関心を高めるほか、事前に調べ学習を宿題にすることによって理解を深める。 

（３）教材選定の理由 

本校の実習で製作しているくん製品には、原材料・くん材の調査選択、製造方法の独自開発等さま

ざまな経験と技術の蓄積がある。本校独自開発のくん製品製造実習を通して、くん製品製造の知識と技

術を習得させるためにこの教材を選んだ。 

４ 単元の指導計画（総時数 ６ 時間） 

  第一次 くん製法           （ １ 時間） 

  第二次 べにざけのくん製品       

       １時 くん煙工程・・・・・・本時 

       ２時 真空包装工程 

                第二次の計（ ２ 時間） 

  第三次 さまざまな原料        （ １ 時間） 

  第四次 くん製室、くん材       （ １ 時間） 

  第五次 冷くん法、温くん法      （ １ 時間） 



５ 本時の指導と評価の計画（第 二 次 第 １ 時） 

（１）本時のねらい 

①くん製品の製造方法やくん煙成分の効果を学ぶことによって、くん製品の意義について関心を持ち、

その知識と技術の習得に意欲的に取り組む。              【関心・意欲・態度】 

  ②くん煙はどのような食品に利用されているのかを考え、新たなくん製品の開発を課題にし、その解決

に向けて思考を深める。                           【思考・判断】 

（２）準備・資料等  

   ワークシート、食品製造実習工程標準書 

（３）本時の展開 

 

時

間 
学習内容 生徒の学習活動 教師の指導・留意点 

評価規準 

【観点】（評価方法） 

5

導

入 

学習内容

の確認 

・前時の学習の確認をする。 

・本時の学習の要点を知る。 

・前時に学習した「くん製品

製造の目的」について質問

する。 

・本時の学習内容の要点を示

す。 

 

15 

展

開 

くん煙の

科学的理

解 

・くん製品製造の目的か

ら、くん煙の効果を話し

合いながら考える。 

・くん製品製造にどんな意

義があるのか、くん煙成

分の効果から、ワークシ

ートにまとめる。 

・古代から、食品貯蔵法とし

てくん製が作られてきたこ

とには、科学的な裏づけが

あることを示唆する。 

 

15 

展

開 

くん煙の

体験 

・実習工場に出て、「べに

ざけのくん製」のくん煙

を体験する。 

・くん煙工程の手順と仕組

みを学習する。 

・帽子を着用させ、衛生に注

意しながら、くん煙を体験

させる。 

・くん煙を確認し、スモーク

の温度・時間の管理が重要

であることを説明し、水産

食品製造がいかに高度な技

術を要するのかを体感させ

る。 

・スモークジェネレータの仕

組みを解説し、くん材を手

にとって見させる。 

くん煙工程の意義とべ

にざけ温くん品の製造

に関心を持ち、意欲的

に知識や技術を習得し

ようとしている。 

【関心・意欲・態度】 

（教師の観察） 

10 

展

開 

くん煙の

香りのす

る食品調

べ(発表) 

・「くん煙の香りを持ってい

る食品」と「くん製にし

たら美味しいと思われる

魚介類」を、各自思いつ

くままワークシートに書

込み、1人ずつ発表する。 

・意外な食材も、くん製にな

ることを示しながら、生徒

の発想を広げる。 

くん煙の効果を科学的

にとらえ、色々な食品

での利用のされ方や新

たな利用方法を考えよ

うとする。 

【思考・判断】 

（ワークシート） 

5

ま

と

め 

学習のま

とめ 

・今日学習したことをまと

める。 

・次の時間の説明を受け

る。 

・べにざけのくん製の製造工

程の全体像と、次の時間の

真空包装工程の実習を説明

する。 

 

食品：ハム、ウィンナー、ソーセージ、

かまぼこ、チーズ、さきいか、いかく

ん、たこくん、鶏卵、くじらベーコン 

魚介類：サケ、ニシン、タラ、サンマ、

ウナギ、ブリ、ホタテ、カキ 


